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次世代育成委員会の次世代育成委員会の
これからこれから

「豊作を願って」「豊作を願って」
　平泉寺町小矢谷で、田んぼのオーナーによる　平泉寺町小矢谷で、田んぼのオーナーによる
田植えが行われました。これから秋の収穫に向田植えが行われました。これから秋の収穫に向
けた草刈りや稲刈りなどは、昔ながらの手作業けた草刈りや稲刈りなどは、昔ながらの手作業
で行われるそうです。で行われるそうです。
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

（128）

件数内訳 平成23年5月末 前年比
総件数 214件 ＋12件
　人身事故
（うち高齢者）

26件
（9）

－1件
（＋1）

　　死　者
（うち高齢者）

2人
（2）

＋1人
（＋1）

　　傷　者 32人 +4人
　物損事故 188件 ＋13件

6月の納税

編
集
後
記

市・県民税▶1期
納 期 限▶6月30日（木）
口座振替▶6月27日（月）

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

　

５
月
25
日
か
ら
27
日
ま

で
の
３
日
間
、
愛
媛
県
新

居
浜
市
で
開
催
さ
れ
た

「
第
19
回
環
境
自
治
体
会

議
に
い
は
ま
会
議
」
に
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
来
年

は
、
こ
の
大
会
が
勝
山
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
初
日

に
全
体
会
、
２
日
目
に
分

科
会
、
最
終
日
に
分
科
会

報
告
が
あ
る
と
い
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
環
境
に

関
心
の
あ
る
か
た
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
来
年
は
、
ぜ
ひ
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
環
境
に
つ

い
て
一
緒
に
学
び
、
実
践

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

詳
し
く
は
本
文
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

4月末現在
自 然 動 態 社 会 動 態

5月末現在 月間増減
出生 死亡 計 転入 転出 計

男 12,466人 7 17 －10 13 19 － 6 12,450人 －16人
女 13,665人 8 19 －11 14 28 －14 13,640人 －25人
合　計 26,131人 15 36 －21 27 47 －20 26,090人 －41人
世帯数 8,223世帯 8,220世帯 －3世帯

人口の動き

　

平
泉
寺
が
三み
つ
み
ね
の
し
ろ

峰
城
で
新
田
義
貞
の
弟
の
脇わ
き

屋や

義よ
し

助す
け

を
迎
え
て
蜂
起
し
て
か
ら
一
年
余
り
後
、
暦り
ゃ
く
お
う応

元
年
（
延え
ん

元げ
ん

三
年
）
二
月
中
旬
、
新
田
義
貞
は
鯖さ
ば

波な
み

で
斯
波
高た
か

経つ
ね

を
破
り
国こ
く

府ふ

（
越
前
市
）
を
ほ
ぼ

制
圧
す
る
と
、
高
経
は
足あ
す
わ羽
の
城し
ろ

（
藤
島
城
・
高

木
城
・
黒
丸
城
な
ど
）
に
逃
れ
た
。
新
田
義
貞
と

脇
屋
義
助
も
河か
わ
い
の
し
ょ
う

合
庄
（
福
井
市
石い
し

盛も
り

町
付
近
）
に

移
動
し
、
九
頭
竜
川
を
挟
ん
で
高
経
が
拠
点
と
す

る
足
羽
の
城
と
対た
い

峙じ

し
た
。
こ
の
時
、
平
泉
寺
の

衆
徒
の
中
か
ら
「
藤
嶋
の
庄
は
当
寺
多
年
山
門
と

相さ
う

論ろ
ん

す
る
地
に
て
候
ふ
。
も
し
当
庄
を
平
泉
寺
へ

付
け
ら
れ
候
は
ば
、
若じ
や
く
は
い輩
は
城
々
に
籠こ
め

て
、
軍
忠

を
致
さ
れ
、
宿し
ゆ
く
ら
う老
は
捴そ
う

持ぢ

の
扉と
ぼ
そ
を
閉
ぢ
て
、
御
祈き

祷た
う

を
致
す
べ
き
に
て
候
ふ
」
と
申
し
出
が
あ
っ
た
。

つ
ま
り
、
藤
島
庄
を
延
暦
寺
か
ら
平
泉
寺
に
与
え

て
く
れ
る
な
ら
、
若
い
衆
徒
は
城
で
戦
い
、
宿
老

は
護ご

摩ま

堂ど
う

に
閉
じ
こ
も
り
怨お
ん
て
き
ち
ょ
う
ぶ
く

敵
調
伏
の
法
を
修
す

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
斯
波
高
経
か
ら
返
答

が
あ
り
、
平
泉
寺
は
北
朝
に
味
方
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

義
貞
は
、
灯と
う
み
ょ
う
じ

明
寺
（
福
井

市
）
を
拠
点
と
し
、
こ
こ
か

ら
足
羽
の
城
を
攻
撃
す
る
作

戦
を
と
っ
た
。
平
泉
寺
衆
徒

が
立
て
籠
も
っ
た
藤
島
城
で

の
戦
い
は
混
戦
と
な
り
、
義

貞
が
わ
ず
か
五
十
騎
の
軍
勢

を
引
き
連
れ
て
偵
察
に
出
か

け
た
と
こ
ろ
、
高
経
の
家
臣
で
あ
る
細
川
出
羽
守
・

鹿し
し

草く
さ

彦
太
郎
の
軍
勢
と
出
合
っ
て
流
れ
矢
に
あ
た

り
、
腹
を
か
き
切
っ
て
自
害
し
た
。
な
お
、
義
貞

戦
死
の
地
は
福
井
の
新に
っ

田た

塚づ
か

公
園
で
、こ
こ
は
「
灯

明
寺
畷
新
田
義
貞
戦
没
伝
説
地
」
と
し
て
国
史
跡

で
あ
る
。

　

藤
島
城
の
城
跡
は
、
福
井
市
藤
島
町
の
西
超
勝

寺
の
境
内
と
さ
れ
、
山
門
の
側そ
ば

に
藤
島
城
址
の
石

碑
が
あ
る
。
こ
の
城
は
堀
で
囲
ま
れ
館
跡
と
も
言

え
る
。
隣
接
す
る
林
村
に
は
「
東
館
・
西
館
」
と

い
う
地
名
と
、
館や
か
た
を
囲
む
堀
跡
を
描
い
た
城
跡
が

明
治
の
地
籍
図
に
載
っ
て
い
る
。
こ
の
城
の
面
積

は
四
十
ア
ー
ル
（
四
反
）
ほ
ど
で
あ
る
。

（
参
考
文
献
『
日
本
古
典
文
学
全
集
55　

太
平
記
』

『
福
井
県
の
中
・
近
世
城
館
跡
』）

文
化
財
保
護
委
員　

佐
野
光
臣藤島町の西超勝寺山門と藤島城址の石碑藤島町の西超勝寺山門と藤島城址の石碑

林城（出典『福井県の中・近世城館跡』）
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環境自治体会議環境自治体会議「か「か  つやま会議」
平成24年開催決定!

　

５
月
25
日
（
水
）
か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ

た
「
に
い
は
ま
会
議
」
に
は
、
勝
山
市
か
ら

実
行
委
員
会
の
委
員
と
市
議
会
議
員
約
40
人

が
、
来
年
の
「
か
つ
や
ま
会
議
」
に
向
け
て

参
加
と
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、山
岸
市
長
が
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
し
、

勝
山
市
の
環
境
施
策
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
し
た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
に
向
け
た

緊
急
提
言
に
も
参
加
し
、
陸
前
高
田
市
へ
の

独
自
支
援
や
、
今
後
の
支
援
案
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

　　

勝
山
市
の
実
行
委
員
ら
は
、
分
科
会
や

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
現
地
視
察
）
を
通
し

て
、
勝
山
の
特
色
を
ど
の
よ
う
に
出
し
た
ら

い
い
か
、
ど
の
よ
う
な
お
も
て
な
し
を
し
た

ら
よ
い
か
、
状
況
調
査
を
行
っ
た
ほ
か
、
地

元
の
か
た
が
た
と
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
「
か
つ
や
ま
会
議
」
に
向
け
た
準
備
は
、

昨
年
か
ら
市
民
の
代
表
ら
で
組
織
し
た
エ

コ
・
ク
リ
ー
ン
市
民
会
議
で
、
環
境
施
策
に

つ
い
て
議
論
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
検

討
内
容
を
基
に
、
５
月
10
日
（
火
）
に
実
行

委
員
会
を
発
足
し
、
本
格
的
な
準
備
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
は
、
勝
山
市
長
、
市
議
会
議

長
、
区
長
会
長
の
ほ
か
、
エ
コ
・
ク
リ
ー
ン

市
民
会
議
の
委
員
、
観
光
や
女
性
団
体
の
代

表
者
ら
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
行
委
員
会
と
と
も
に
大
会
運
営

に
関
わ
る
組
織
と
し
て
５
つ
の
部
会
を
設
置

し
、
一
般
公
募
の
市
民
12
人
と
市
職
員
17
人

が
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
実
行
委
員
会
で
、
委
員
長
に

エ
コ
・
ク
リ
ー
ン
市
民
会
議
委
員
長
の
石
井

紀
夫
さ
ん
（
昭
和
町
１
）
を
選
出
し
、
大
会

テ
ー
マ
を
「
恐
竜
の
時
代
か
ら
未
来
へ
つ
な

ぐ
豊
か
な
自
然
と
環
境　

〜
世
界
で
９
番
目

に
美
し
い
ま
ち
か
ら
の
発
信
〜
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

「
に
い
は
ま
会
議
」
に

実
行
委
員
・
市
議
会
議
員
も
参
加

　

来
年
に
向
け
視
察

「
か
つ
や
ま
会
議
」
に
向
け

　
　
　
　

実
行
委
員
会
発
足

にいはま会議各分科会のテーマ
第1分科会　環境ビジネス
第2分科会　ごみ減量
第3分科会　再生可能エネルギー
第4分科会　温暖化対策と暮らし
第5分科会　環境マネジメントシステム
第6分科会　環境と交通
第7分科会　自然との共生
第8分科会　ふるさとブランド化
第9分科会　花と緑のまちづくり
第10分科会　これからの環境教育

でしたの報

分科会の様子
（写真上）

フィールドワークで
火力発電所見学
（写真右）

第１回実行委員会の様子

パネルディスカッションに参加した山岸市長
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環境自治体会議「か つやま会議」つやま会議」
平成24年開催決定!平成24年開催決定!

　5月25日（水）から愛媛県新居浜市で開催された今年度の大会で、「環境

自治体会議　かつやま会議」を来年5月に開催することが正式に決定しまし

た。次期開催市のあいさつで山岸市長は、「世界で9番目にクリーンなまち

勝山市へお越しいただき、環境について皆さんと学習できることを楽しみに

しています。」と話し、来年度の「かつやま会議」をアピールしました。

　

問　生活環境課（☎88‐8104）

来年度の「かつやま会議」をアピールする山岸市長とかつやま会議実行委員
会のメンバー （新居浜市市民文化センター）

第20回環境自治体会議　かつやま会議
　と　き：平成24年5月25日（金）～27日（日）
　ところ：市民会館ほか
　大会テーマ

　「恐竜の時代から未来へつなぐ豊かな自然と環境
～世界で９番目に美しいまちからの発信～」

　

環
境
自
治
体
会
議
は
、
環
境
施
策
に
積
極

的
に
取
り
組
む
全
国
の
54
の
自
治
体
で
構
成

す
る
組
織
で
、
毎
年
１
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自

治
体
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

相
互
の
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
で
環
境
施
策

の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
か
つ
や
ま
会
議
」
は
、
平
成
24
年
５
月

25
日
（
金
）
か
ら
27
日
（
日
）
の
３
日
間
の

日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

初
日
に
基
調
講
演
と
全
体
会
、
２
日
目
に

は
10
程
度
の
分
科
会
と
交
流
会
、
３
日
目
に

は
総
括
の
全
体
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
、
大
会
に
は
開
催
地
以
外
か
ら
約

3
0
0
人
が
参
加
し
て
お
り
、
市
民
も
含
め

て
３
日
間
で
延
３
０
０
０
人
が
参
加
し
ま

す
。「
か
つ
や
ま
会
議
」
は
、
勝
山
市
で
開

催
さ
れ
る
初
め
て
の
大
規
模
な
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
誘
致
に
な
り
ま
す
。

　

分
科
会
な
ど
は
、
テ
ー
マ
に
興
味
が
あ
る

か
た
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
今
か
ら
で
も
活
動
に
興
味
が
あ
る

か
た
は
、生
活
環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

来
年
５
月
25
日
か
ら
3
日
間

　

勝
山
市
内
で
開
催
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ご
み
の
減
量
化
実
現
の
一
歩
を
ふ
み
だ
そ
う

ご
み
の
減
量
化
実
現
の
一
歩
を
ふ
み
だ
そ
う

勝
山
市
の
ご
み
の
現
状

　

勝
山
市
内
の
家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ

れ
る
ご
み
の
量
は
、
平
成
22
年
度
に
お
い
て

は
年
間
約
7
3
0
0
ト
ン
で
、
1
日
に
私
た

ち
一
人
当
た
り
約
7
7
0
グ
ラ
ム
の
ご
み
を

排
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
前
年
度

の
実
績
と
比
較
す
る
と
減
少
し
ま
し
た
が
、

私
た
ち
が
各
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

出
す
ご
み
も
、
分
別
の
徹
底
や
生
活
習
慣
の

改
善
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
の
ご
み
の
減
量

化
を
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
市
民
一

人
ひ
と
り
が
少
し
ず
つ
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

は
、
地
球
に
や
さ
し
い
生
活
を
送
る
第
一
歩

に
な
り
ま
す
。

ご
は
ん
は
残
さ
ず
に
食
べ
よ
う

　
「
紙
類
」
に
次
い
で
、
家
庭
か
ら
出
る
燃

や
せ
る
ご
み
に
多
く
含
ま
れ
る
の
が
「
生
ご

み
」
で
す
。
勝
山
市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量

化
に
有
効
な
手
段
と
な
る「
生
ご
み
処
理
機
」

と
「
生
ご
み
処
理
堆
肥
化
容
器
（
コ
ン
ポ
ス

ト
）」
の
購
入
助
成
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
用
い
れ
ば
、
生
ご
み
を
減
ら
す
だ
け
で

な
く
、
花
や
野
菜
を
育
て
る
肥
料
と
し
て
も

利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
生
ご
み
」
に
は
調
理
の
際
に
出

る
野
菜
く
ず
以
外
に
、
食
事
の
食
べ
残
し
も

多
い
た
め
、
ご
は
ん
を
残
さ
ず
に
食
べ
る
こ

と
も
ご
み
の
減
量
化
に
と
っ
て
大
切
で
す
。

野
菜
く
ず
は
、
し
っ
か
り

水
切
り
を
し
て

出
し
ま
し
ょ
う
。

「
缶
類
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

「
ビ
ン
類
」は
分
別
し
て

リ
サ
イ
ク
ル

　
「
缶
類
」「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」「
ビ
ン
類
」

は
資
源
ご
み
と
し
て
収
集
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
製
品
と
し
て
再
生
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
正
し
く
分
別
さ
れ
な
け
れ
ば
、
資
源

と
し
て
再
生
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
資
源
ご
み

の
分
別
徹
底
に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
紙
類
」
は
燃
や
せ
る
ご
み
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　

勝
山
市
で
は
、「
紙
類
」
を
資
源
ご
み
と

し
て
、「
新
聞
紙
」「
段
ボ
ー
ル
」「
そ
の
他

の
紙
」「
紙
パ
ッ
ク
」
に
分
別
収
集
し
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
多
く
の

紙
類
が
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
焼
却
処
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
写
真
や
カ
ー
ボ
ン
紙
、
感
熱

紙
、
防
水
加
工
さ
れ
た
紙
な
ど
は
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
な
い
紙
で
す
が
、チ
ラ
シ
や
包
装
紙
、

名
刺
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
の
紙
は
、「
そ
の
他

の
紙
」
に
分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
で
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
紙
類
」
を
、
各
地
域
や
学
校
な
ど
で
実

施
し
て
い
る
集
団
回
収
に
積
極
的
に
出
し

て
、
ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
再
資
源
化
を
進

め
ま
し
ょ
う
。

ビ
ン
類

•
お
酒
の
一
升
ビ
ン（
通
常
の
茶
色
の
ビ
ン
）

や
ビ
ー
ル
ビ
ン
（
通
常
の
ビ
ン
）
は
、
酒

の
小
売
店
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
引
き
取
っ

て
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
引
き
取
ら
れ
た

ビ
ン
は
、
洗
浄
し
て
何
度
も
使
用
さ
れ
ま

す
。

•
必
ず
ビ
ン
の
中
を
洗
っ
て
、
ふ
た
は
外
し

て
く
だ
さ
い
。（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ふ

た
は
燃
や
せ
る
ご
み
、
金
属
製
は
燃
や
せ

な
い
ご
み
に
な
り
ま
す
。）

缶　

類

•
中
を
軽
く
水
洗
い
し
、
缶
の
中
に
は
異
物

が
残
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

•
飲
み
残
し
が
な
い
よ
う
に
、
中
は
軽
く
水

洗
い
し
て
く
だ
さ
い
。

•
ラ
ベ
ル
と
ふ
た
は
必
ず
外
し
て
く
だ
さ

い
。（
燃
や
せ
る
ご
み
に
な
り
ま
す
。）

分
別
方
法

子ども会の集団回収

分
け
れ
ば
資
源
！

　
　

分
別
を
徹
底
し
よ
う
！

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

700
710
720
730
740
750
760
770
780
790
800

（トン） （グラム）

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

772
780

勝山市のごみ量の推移

787

766

520 468 445
426

23 21 18
20

465 431 391
348

6,618 6,647 6,712
6,484

■可燃ごみ　　■不燃ごみ
■資源ごみ　　■その他
■1日1人当たりごみ排出量

「
川
に　
　

  

を
捨
て
な
い
」
実
践
を

ご
み
ご
み

4 広報かつやま6月号 №679

　

九
頭
竜
川
の
美
し
さ
の
再
認
識
と
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
九
頭
竜
川
2
0
1
1
」
が
、

㈳
勝
山
青
年
会
議
所
主
催
の
も
と
、
５
月
22

日
（
日
）
に
九
頭
竜
川
沿
い
の
8
会
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
７
回
目
と
な
る
取
り
組
み
に
、
市

内
外
か
ら
過
去
最
多
の
７
５
3
人
が
参
加
し
、

３
２
５
０
㎏
の
ご
み
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
同
じ
九
頭
竜
川
沿
い

の
永
平
寺
町
、
坂
井
市
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
市
内
３
中
学
校
の
生
徒
・
保

護
者
も
約
1
0
0
人
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど

も
に
ご
み
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
川
に
ご
み
を
捨
て
な
い
、
ま
た
捨
て
さ

せ
な
い
意
識
啓
発
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

九頭竜川を
保つために

～クリーンアップ九頭竜川2011～

美しく

市
内
外
か
ら
７
５
3
人
が
参
加

集めたごみの分別

中学生も参加

誰
が
捨
て
た
ご
み
？

誰
が
捨
て
た
ご
み
？ 

中
部
中
学
生
が
浄
土
寺
川
清
掃

　

５
月
20
日
（
金
）
に
勝
山
中
部
中
学
校

の
生
徒
全
員
に
よ
る
、
毎
年
恒
例
の
浄
土

寺
川
清
掃
と
、
学
校
周
辺
地
域
の
清
掃
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
30
年
以
上
続
い
て
い
て
、

浄
土
寺
川
で
は
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
ホ
タ

ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

清
掃
活
動
に
先
立
ち
、
勝

山
市
環
境
保
全
推
進
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
前
園
泰
徳

さ
ん
が
生
徒
た
ち
を
前
に
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
前
園
さ
ん
は
、

「
ご
み
を
拾
う
こ
と
は
素
晴

ら
し
い
が
、
そ
の
ご
み
を
分

析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
誰

が
ご
み
を
川
に
捨
て
て
い
る

の
か
突
き
止
め
、
こ
れ
以
上

ご
み
が
川
に
捨
て
ら
れ
な
い

よ
う
に
、
元
か
ら
絶
た
な
け

れ
ば
意
味
が
無
い
。
そ
れ
が

で
き
れ
ば
、
も
う
河
川
清
掃

を
行
わ
な
く
て
も
済
む
よ
う

に
な
る
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

浄
土
寺
川
清
掃
は
、
３
年

生
が
担
当
し
ま
し
た
。
見
た
目
は
き
れ
い

な
川
で
も
、
実
際
は
か
な
り
の
ご
み
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
が
来
年
は
清
掃
活
動
を
し
な

く
て
も
よ
い
よ
う
、「
川
に
ご
み
を
捨
て

な
い
」
実
践
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

集めたごみの分別 頑張る生徒たち
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「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

第
１
回　

勝
山
最
大
の
魅
力
と
は
？

　

私
の
仕
事
は
、
勝
山
の
自
然
や
環
境
の
姿

を
明
ら
か
に
し
、
今
後
我
々
は
何
を
す
べ
き

か
を
考
え
、
そ
れ
を
皆
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と

で
持
続
可
能
な
社
会
の
基
盤
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
で
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
、

①
私
か
ら
見
た
勝
山
の
魅
力
や
問
題
点
を
伝

え
、
②
魅
力
の
向
上
や
問
題
解
決
の
提
案
を

し
、
③
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
に
活
か
せ
る
環

境
配
慮
型
の
知
恵
の
提
供
な
ど
を
し
て
い
く

予
定
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
そ
れ
は
市
民
の
資
質

　

初
回
は
、
勝
山
最
大
の
魅
力
に
つ
い
て
書

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
は
な
ん
と

い
っ
て
も
、
皆
さ
ん
自
身
の
資
質
で
す
。
環

境
教
育
の
目
的
は
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ

く
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
自
然

に
逆
ら
わ
ず
、
常
に
未
来
を
見
て
、
堅
実
に

計
画
的
に
生
き
る
」
こ
と
が
根
幹
と
な
り
ま

す
。

　

私
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
勝
山
の
皆
さ
ん

は
、
す
で
に
日
本
で
最
も
ゴ
ー
ル
に
近
い
と

こ
ろ
に
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

と
い
う
の
も
、
皆
さ
ん
は
長
い
冬
に
逆
ら

わ
ず
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
先
を
考
え
て
準

備
を
行
い
、
毎
日
計
画
的
か
つ
堅
実
に
生
き

て
い
る
か
ら
で
す
。過
去
数
百
年
に
わ
た
り
、

す
で
に
皆
さ
ん
は
持
続
的
な
社
会
を
維
持
し

て
き
た
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
世
界
に
誇
る
べ

き
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
福
井
は
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
学

力
を
育
ん
で
い
る
県
で
す
。
未
来
を
見
据
え

て
計
画
的
に
生
き
る
こ
と
に
加
え
、
高
い
レ

ベ
ル
の
学
校
教
育
体
制
が
あ
る
こ
と
が
、
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
の
基
盤
と
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
に
は
当
た
り
前
の
こ
と
が
、
実

は
今
後
の
日
本
の
生
活
の
見
本
に
な
る
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
こ
と
な
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
自
身
の
資
質
を
よ

り
高
め
、
勝
山
で
暮
ら
す
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
く
だ
さ
い
。
私
は
、
そ
の
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ゴーヤのグリーンカーテンでゴーヤのグリーンカーテンで
おいしく省エネ！おいしく省エネ！

　市では、夏場の節電対策として、ゴーヤで作るグリーンカーテン
の普及を推進しています。
　グリーンカーテンとは、ツル性植物であるゴーヤや朝顔などを窓
の外側に育て、室内に入る日差しを遮るようにすることをいいます。
室内での体感温度を下げることで、冷房にかかる電気消費量や二酸
化炭素の排出を抑え、低炭素社会づくりに繋がっていきます。
　4月27日（水）、5月22日（日）、6月２日（木）にグリーンカー
テンの育て方講習会を開催しました。延べ70人以上のかたが参加
し、今年の夏に向けてグリーンカーテンの育成にチャレンジします。
　育て方の資料をご希望のかたは、生活環境課までご連絡ください。

　更なる環境意識の向上のために、勝山市エ
コ環境都市推進活動表彰式と記念講演を行い
ます。
と　き▶6月25日（土）
　　　　表 彰 式　10：00～ 10：30
　　　　記念講演　10：30～ 11：30
ところ▶すこやか　多目的ホール
演　題▶「勝山の魅力とは」
講　師▶環境保全推進コーディネーター

前園　泰徳　氏
※どなたでもお気軽にご参加ください
※すこやかロビーにて、6月15日（水）～30
日（木）まで環境パネルおよび前園氏写真展
を開催します
※詳しくは、生活環境課までお問い合わせく
ださい

勝山市エコ環境都市
推進活動表彰式

および記念講演会の開催

問　生活環境課（☎88‐8104）

6 広報かつやま6月号 №679

市役所も節電に取り組みます市役所も節電に取り組みます

家庭での節電をお願いします家庭での節電をお願いします

エアコンで節電！エアコンで節電！
設定温度を28度に

待機電源を削減！
プラグを抜いて
消費電力量6％カット

冷蔵庫で節電！
開放時間、詰め込み
すぎに注意、熱いも
のは冷ましてから

テレビで節電！
消す時は主電源をＯＦＦに、
画面は明るすぎないように
液晶テレビ、プラズマテレビは
画質を省エネモードに

こまめにスイッチオフ！こまめにスイッチオフ！
使い終わった電化製品の
スイッチをこまめに消す

照明で節電！照明で節電！
昼休みの消灯
不要照明のカット

断熱性の向上！断熱性の向上！
各施設で
グリーンカーテンの
実施

就業の見直し！就業の見直し！
ノー残業デー
ライトダウン

省エネ行動で節電を！省エネ行動で節電を！
ＯＡ機器設定変更で節電

クールビズスタイルで
快適に！！

クールビズスタイルで
快適に！！

夏のエコスタイルを推進

ノー残業デーに合わせ
月に1回、定時で市役
所の電気を消します

ＯＡ機器設定変更
　・設定変更で消費電力30％減
　　（輝度40％、5分ディスプレイ切、

15分スリープ）
　・1時間45分使わない時はOFFに
　　（起動電力＝消費電力1時間45分相当）

エアコンで節電！
設定温度を28度に

みんなで節電アクション！
　東日本大震災を機に、全国で節電に関する取り組みが行われています。勝山市役所でも積極的に節
電に取り組みます。市民の皆さんも生活スタイルを見直し、事業所や家庭での節電をお願いします。

hisho
環境10%
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かちやまワッショイ2
011

申込締切　6月30日
（木）

申込締切　6月30日
（木）

と　き　と　き　88月月1414日（日）日（日）　開会式　午後３時～　開会式　午後３時～
ところ　元禄線A・B会場、ゆめおーれ広場ところ　元禄線A・B会場、ゆめおーれ広場

グランプリ 優勝ハッピ + 70,000円
準グランプリ 50,000円
第 　 3 　 位 30,000円
かちやまワッショイ10周年記念賞（2チーム） 20,000円
残り、全チームに参加賞 5,000円

恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク　

ジ
オ
パ
ー
ク
市
民
講
演
会

「
あ
な
た
を
も
っ
と
知
り
た
く
て
！

一
番
長
く
過
ご
す
場
所
、
地
球
を
調
べ
よ
う
！
」

　

勝
山
市
出
身
の
地
球
科
学
者
が
、
ご
自
身

の
経
験
に
基
づ
い
た
地
球
を
調
べ
る
魅
力

を
語
り
、
そ
の
中
で
プ
レ
ー
ト
運
動
と
関
連

づ
け
た
よ
り
大
き
な
ス
ケ
ー
ル
で
勝
山
の

地
質
が
も
っ
て
い
る
特
長
を
解
説
し
ま
す
。

と　

き
▼
７
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か　

多
目
的
ホ
ー
ル

講　

師
▼
竹
内　

誠
氏

　
　
（
名
古
屋
大
学
大
学
院

環
境
学
研
究
科
准
教
授
）

※
申
込
不
要
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

・
勝
山
市
郡
町
出
身

・
理
学
博
士
（
専
門
は
地
質
学
）

・
勝
山
高
等
学
校
で
は
山
岳
部
に
在
籍

し
、
宮
崎
国
体
に
出
場

・
名
古
屋
大
学
大
学
院
を
卒
業
後
、
通

商
産
業
省
地
質
調
査
所
に
就
職

・
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科

を
経
て
現
在
に
至
る

問　

未
来
創
造
課　

 

（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

勝山市地域防災指導者
（防災士）養成講座

　市では、地域防災力の向上を目指
し、地域における防災リーダーを養
成するために、地域防災指導者（防
災士）養成講座を開催します。
と　き▶
　開講式　 8月27日（土）
　講　座　11月12日（土）、

13日（日）、20日（日）
※最終日に防災士資格試験を行いま
す（全講座を受講したかたのみ受
験可）
ところ▶教育会館　ホール
対　象▶勝山市民または勝山市が認
めたかた（定員170人）
費　用▶勝山市民 3,000円
　　　　勝山市民以外 10,000円

※防災士とは、NPO法人日本防災
士機構が認定した、減災や社会の
防災力向上のための活動が期待さ
れ、そのための充分な意識・知識・
技能を有するかたをいいます
・問　総務課（☎88‐1116）

ルール
　メンバー全員が、手に鳴子や
拍子木など音の出るものを持っ
て踊ること
※音楽は自由（ただし、著作権
上の手続きは、各チームで済
ませておくこと）
参加料　
　１チーム5,000円

（人数制限なし）
参加予定者説明会
　と　き　6月17日（金）
　　　　　午後7時～
　ところ　教育会館
　　　　　　第１研修室

・問　勝山夏祭り実行委員会
（観光政策課内）
（☎88‐8117）

10周年記念大会
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「健康チャレンジ」に参加して
運動習慣を身につけましょう！

問　健康長寿課（☎87‐0888）

健康チャレンジ健康チャレンジ
スタート！！スタート！！

　

５
月
21
日
（
土
）
に
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
、
日
常
の
活
動

量
・
運
動
量
の
増
加
と
運
動
習
慣
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
に
繋
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
ポ
イ
ン
ト
制
と
な
っ

て
い
て
、
市
が
１
年
間
を
通
し
て
定
期
的
に

開
催
す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
や
運
動
講
座

の
な
ど
に
参
加
す
る
と
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
が

獲
得
で
き
ま
す
。
２
０
０
ポ
イ
ン
ト
分
の
健

康
ポ
イ
ン
ト
を
集
め
て
、
健
康
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。

※
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は

　

骨
や
筋
肉
、
関
節
な
ど
運
動
器
の
働
き
が

衰
え
、
要
介
護
と
な
る
危
険
の
高
い
状
態
の

こ
と
。
若
年
者
で
も
膝
や
腰
、
関
節
な
ど
に

痛
み
が
あ
る
場
合
、
そ
れ
が
原
因
で
将
来
自

力
で
日
常
生
活
に
関
わ
る
動
作
を
行
う
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
や
運
動
は
、
こ
れ
ら
の
予
防
対
策
に

繋
が
っ
て
い
る
。

参
加
者
は
意
欲
満
々

　

５
月
21
日
に
、
体
力
測
定
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座
で
は
、
運
動
指
導
士

の
講
師
か
ら
、
カ
ロ
リ
ー
消
費
量
が
多
く
、

体
に
負
担
が
か
か
り
に
く
い
歩
き
方
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
の
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
歩
き
慣
れ
て
い
る
か
た
や
健
康

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
き
っ
か
け
に
運
動
不
足
を
解

消
し
た
い
か
た
な
ど
、
参
加
者
は
さ
ま
ざ
ま

で
し
た
が
、
皆
さ
ん
健
康
意
識
が
高
く
、
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
い
つ
で
も
お
申
し

込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
自
分
の
健
康
の
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
企
業
や
団
体
で
の
参
加
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

◆
６
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

と　

き
▼
６
月
19
日
（
日
）（
小
雨
決
行
）

　
　
　
　

受
付　

午
前
9
時
〜
9
時
30
分

集
合
場
所
▼
弁
天
河
原

内　

容
▼
５
㎞
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　メタボやロコモの予防のために
も、歩くことはとても大切です。元
気に過ごすためにも、健康チャレン
ジに参加しましょう。

　健康チャレンジをきっかけに体力
増進に繋げたいです。講座で教わっ
たポイントを実践しながら、職場や
近所にはなるべく歩いていこうと思
います。

先
生
か
ら
一
言

（
有
）
パ
ワ
ー
リ
ン
ク

運
動
指
導
士

漆
崎　

由
美
先
生

参
加
者
の
声

加
藤　

み
つ
る
さ
ん

＝
滝
波
町
２
丁
目
＝

～歩く前に知っておきたい～～歩く前に知っておきたい～
ウォーキングのポイント

◆歩き始めは、踵を浮かせて前傾姿
勢をとりましょう

◆脇を閉めて、肘は後ろに引き、骨
盤が左右にひねるように意識しま
しょう

◆水分補給では、カロリーの摂りす
ぎに注意し、スポーツ飲料は控え
て、水やお茶を飲むようにしま
しょう

◆日中の野外ウォーキングでは、熱
中症に注意しましょう

健康チャレンジ
スタンプカード
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水道等メーターの交換
　水道等メーターは、計量法によって８
年（検定期間）ごとの交換が義務付けら
れています。今年度の交換対象は、平成
16年度製のメーターとなります。
　メーターの交換は、来年３月までの間
に、市が委託した勝山市水道事業協同組
合の担当者が行いますので、ご理解、ご
協力をよろしくお願いします。（市発行
の身分証明書を着用しています）

交換に際してのお願い
①ご不在の場合でも、交換のため敷地内
に入り作業させていただきます
②メーターボックスの中や周りに物を置
かないでください
③メーターの交換は無料で行いますが、
お客様の費用負担が必要となる場合が
あります。その場合は、事前にご連絡
します

問　上下水道課（☎88‐8109）

　

大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
か
た
は
、
所
得
税

の
軽
減
・
免
除
が
受
け
ら
れ
、
税
務
署
で
手

続
き
を
行
う
こ
と
で
、
所
得
税
が
還
付
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、源
泉
所
得
税
の
徴
収
猶
予
や
還
付
、

廃
車
と
な
っ
た
自
動
車
重
量
税
の
還
付
な
ど

の
特
例
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
ま
で
あ
と
１
か
月
あ

ま
り
で
す
。
す
べ
て
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終

了
す
る
７
月
24
日
（
日
）
ま
で
に
、
地
デ
ジ

の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

６
月
16
日
（
木
）
か
ら
は
、
教
育
会
館
に

臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

地
デ
ジ
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
サ
ポ
福
井

（
☎
０
７
７
６
‐
31
‐
０
１
０
１
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
デ
ジ
視
聴
の
た
め
の
支
援

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
、
経
済
的
な
理

由
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
ま
だ
視
聴
で
き

て
い
な
い
世
帯
に
対
し
、
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー

の
無
償
給
付
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

詳
し
く
は
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施

セ
ン
タ
ー（
☎
０
５
７
０
‐
０
２
３
７
２
４
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期　

間
▼
６
月
17
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
14
日
（
木
）

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館　

２
階
ロ
ビ
ー

展
示
物
▼
小
学
校
用
教
科
書
（
現
在
使
用
し

て
い
る
も
の
）、
中
学
校
用
教
科
書
（
現

在
使
用
し
て
い
る
も
の
、
来
年
度
新
た
に

発
行
さ
れ
る
も
の
）

問　

学
校
教
育
課 

（
☎
88
‐
８
１
１
２
）

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
政
策
な
ど
の
立

案
に
反
映
さ
せ
、
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す

る
た
め
、
勝
山
市
景
観
計
画
（
案
）
に
つ
い

て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意

見
は
、
市
の
考
え
方
を
添
え
て
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

応
募
期
間
▼
６
月
10
日
（
金
）
正
午
〜

　
　
　
　
　
　

７
月
12
日
（
火
）
正
午
ま
で

閲
覧
場
所
▼
都
市
政
策
課
、
図
書
館
、
各
公

民
館
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法
▼
閲
覧
場
所
に
備
え
て
あ
る
用
紙

に
ご
意
見
を
記
入
し
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
都
市
政
策
課
ま
で
ご

持
参
い
た
だ
き
、
ご
応
募
く
だ
さ
い

問　

都
市
政
策
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
８
）

　

勝
山
市
男
女
共
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り

組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
『
の
ぞ
み

サ
ポ
ー
タ
ー
』
を
募
集
し
ま
す
。
興
味
が
あ

る
か
た
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
「
男
女
参
画　

は
じ
め
の
一
歩
は　

思
い

や
り
」
を
合
言
葉
に
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
住

み
良
い
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

任　

期
▼
平
成
24
年
５
月
末
ま
で

会　

費
▼
年
間
５
０
０
円

問　

未
来
創
造
課 

（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

東
日
本
大
震
災
で

被
災
さ
れ
た
か
た
へ

お
急
ぎ
く
だ
さ
い
！

地
デ
ジ
の
ご
準
備

勝
山
市
景
観
計
画
を
よ
り
良
い
も
の
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

教
科
書
展
示
会

「
の
ぞ
み
サ
ポ
ー
タ
ー
」
募
集

６
月
１
日（
水
）か
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た

　

地
方
税
に
つ
い
て
も
、
住
民
税
や
固
定
資

産
税
な
ど
の
特
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

大
野
税
務
署 

（
☎
66
‐
２
１
８
０
）

　
　

税
務
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
１
）

　

就
寝
中
の
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
寝

室
は
も
ち
ろ
ん
、
寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合

は
階
段
に
も
設
置
が
必
要
で
す
。

　

消
防
署
で
は
、
警
報
器
を
設
置
さ
れ
た
家

に
「
設
置
済
み
シ
ー
ル
」
を
配
布
し
、
玄
関

に
貼
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
設
置
さ
れ

た
場
合
は
、消
防
署
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
、
未
設
置

住
宅
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

※
悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

問　

消
防
署 

（
☎
88
‐
０
４
０
０
）

　

８
月
31
日
任
期
満
了
に
伴
う
、
第
15
回

勝
山
市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

と　

き
▼
６
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館　

第
１
研
修
室

問 

選
挙
管
理
委
員
会（
☎
88
‐
1
1
1
6
）

８
月
７
日
（
日
）
執
行

　

第
15
回
勝
山
市
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会
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～次世代育成委員会のこれから～
子どもは わがまちの宝　みんなで子どもを育てよう

　市ではこれまで、次世代の健全な育成のための計画「ア　市ではこれまで、次世代の健全な育成のための計画「ア
クションプラン21」に基づき、各地区の次世代育成委員クションプラン21」に基づき、各地区の次世代育成委員
会が中心となり、さまざまな活動が行われてきました。会が中心となり、さまざまな活動が行われてきました。
　今後は、時代や子どもたちの変化に対応し、市民全体の　今後は、時代や子どもたちの変化に対応し、市民全体の
活動にしていくために、教育委員会でアクションプラン活動にしていくために、教育委員会でアクションプラン
21を発展的に見直した「勝山市青少年健全育成計画（仮21を発展的に見直した「勝山市青少年健全育成計画（仮
称）」を作成し、次世代育成委員会は「かつやまっ子応援ネッ称）」を作成し、次世代育成委員会は「かつやまっ子応援ネッ
トワーク」と名称を変えて、計画を実践していきます。トワーク」と名称を変えて、計画を実践していきます。

　

５
月
20
日
（
金
）
に
次
世
代
育
成
委
員
会

全
体
会
が
開
催
さ
れ
、
各
地
区
に
お
い
て
現

在
・
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
り
必
要

な
も
の
、
改
善
・
強
化
す
る
た
め
の
具
体
的

な
取
り
組
み
内
容
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
・
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に

よ
り
必
要
な
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
毎
日
き
ち
ん
と
あ
い
さ
つ
を
し
よ
う

・ 

外
で
元
気
に
遊
ん
だ
り
、
自
然
と
触
れ

合
う
体
験
を
ど
ん
ど
ん
し
よ
う

・
規
範
意
識
や
尊
敬
の
気
持
ち
を
養
お
う

・ 

個
人
と
し
て
の
強
さ
や
個
性
・
主
体
性

を
身
に
つ
け
よ
う

・
我
慢
す
る
気
持
ち
を
身
に
つ
け
よ
う

・ 

家
族
や
友
達
、
地
域
の
人
達
と
ど
ん
ど

ん
話
を
し
よ
う

・
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
養
お
う

・ 

大
人
が
子
ど
も
の
見
本
と
な
る
よ
う
心

が
け
よ
う

改善・強化改善・強化のためののための
各地区の取り組み各地区の取り組み内容（抜粋）内容（抜粋）

勝　山  清掃活動などの行事に子どもの参加を呼びかけ、地
区のかたと一緒に活動してもらう

平泉寺  町民挙げて朝の挨拶運動を実施し、あいさつの大切
さを啓発する

村　岡  「わが子の父親」から「地域の父親」へと変わるた
めのプログラムを設けた研修を行う

荒　土  地域の奉仕作業などに親子で参加したり、学年行事
を地域で実施し、世代間の交流を深める

猪野瀬  子どもたちが一定期間集まる機会を設け、遊びの中
で自主性と共生を育む

遅　羽  地域行事では子どもたち一人ひとりに役割を与え、
地域全体で運営する

北　郷  地域行事への参加を促し、地域団体・学校・家庭が
協力して子どもを育成する

野　向  野向の自然の素晴らしさを感じるような活動を行
い、「野性味」を身につけてもらう

鹿　谷  「地域の子どもは、地域で育てる」というテーマで、
地域行事への参加を促し、体験をさせたり自分から
行動する気持ちを育む

その
ために

全体会の様子全体会の様子

地区別委員会の様子地区別委員会の様子

次世代育成計画

実践団体

これまで
アクションプラン21

次世代育成委員会

時代の変化・子どもた
ちの変化に対応

より親しみやすく

市民全体での活動に

これから
勝山市青少年健全育成計画（仮称）

を作成します。

かつやまっ子応援ネットワーク
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市
内
で
食
育
の
推
進
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
「
お
に
ぎ
り
の
会
」
は
、
子
ど
も
た
ち

に
朝
食
の
大
切
さ
や
ご
は
ん
の
お
い
し
さ
を
伝

え
、「
食
」
や
「
農
業
」
に
対
す
る
関
心
や
感
謝

の
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
月
に
２

〜
３
回
、
幼
稚
園
や
保
育
園
へ
出
向
い
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
、
手
作
り
紙
芝
居
「
ご
は
ん

パ
ワ
ー
で
へ
ん
し
ん
！
」
の
上
演
や
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
お
米
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
を
用
い
て
の
米
が
で

き
る
ま
で
の
説
明
、
子
ど
も
た
ち
と
の
お
に
ぎ
り

作
り
、
田
ん
ぼ
で
の
田
植
え
や
稲
刈
り
見
学
を
行

い
、
食
育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
６
）

おにぎり作りの様子 田植え見学の様子

勝山のおいしいお米を
子どもたちに伝えたい！

　市女性農業委員と県農村活性化推進委
員の合計10人で活動を始めて、今年で
６年目を迎えることができました。どの
園も心よく私たちを受け入れてくださっ
たおかげだと感謝の思いで一杯です。
　炊きあげごはんに塩味だけのおにぎり
は素朴ですが、一番おいしく味わっても
らっていると思います。
　家に帰った子どもたちが家族に話すこ
とで、大人にもお米のおいしさが伝わる
ことを願っています。
　この活動に取り組むことで、私たちが
逆に子どもたちからパワーをもらってい
ます。これからも笑顔で頑張ります。

おにぎりの会　会長　丸山星子

こ
ん
に
ち
は
、勝
山
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す

こ
ん
に
ち
は
、勝
山
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す

子育て中のお父さんお母さん、
お手伝いしてほしいことはありませんか

勝山地域ファミリーサービスクラブ勝山地域ファミリーサービスクラブ
　＊出産後、上の子どもの世話と家事を頼みたい
　＊介護の合間に自分の時間を持ちたい
　＊保育園の送迎をお願いしたい　など

　勝山地域ファミリーサービスクラブでは、上記の
ような日常生活のちょっとした、それでいて大切な
事柄についてお手伝いしますので、何か困っている
ことがあればお気軽にご相談ください。
※お手伝いしてい
ただけるかたも
募集しています
※有料サービスに
なりますので、
詳しくはお問い
合わせください

問　勝山地域ファミリーサービスクラブ
　　（火～金曜日　午後1時30分～4時30分）

　　（☎87‐2734）

～一緒に観よう　一緒に遊ぼう～
勝山子ども劇場

　勝山子ども劇場では、親子での鑑賞活動を大切に
しています。舞台を観ている時のワクワクドキドキ
する世界を一緒に体験し、日常に戻った時「あんな
だったね」と話し合えたり、舞台のセリフや歌を一
緒に口ずさんだり、そんな時間がとても大事だと
思っているからです。
　子どもたちと子どもたちに関わっている全てのか
たに演劇に触れてほしいと活動しています。うらら
んKIDSのお祭り広場では、自分たちで創造した遊
びを通じ、親も子も育つ場を大切にしています。

問　勝山子ども劇場（市民活動センター内）
　（☎87‐1011）

〝
食
育
月
間
〞

〝
食
育
月
間
〞

６
月
は

６
月
は

「
お
に
ぎ
り
の
会
」

ご
紹
介

12 広報かつやま6月号 №679

勝JOYレポート勝JOYレポート
No.5

地域でがんばっている団体をご紹介します

　

勝
Ｊ
Ｏ
Ｙ
レ
ポ
ー
ト
の
第
５
弾
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
地
域
の
伝
統
料

理
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
、
得

意
料
理
を
分
担
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
活
動
し

て
い
る
「
ふ
る
さ
と
料
理
研
究
会
」
と
、
肩

に
力
を
入
れ
ず
に
顔
を
見
て
話
が
で
き
る
貴

重
な
場
と
し
て
、
婦
人
会
活
動
を
し
て
い
る

「
片
瀬
地
区
婦
人
会
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

婦
人
団
体
ご
紹
介

顔を見て話ができる貴重な場

片瀬地区婦人会
うまいもん あがんねんせ～

ふるさと料理研究会

◎活動内容
　区民運動会や研修旅行、敬老会、公民館祭、婦人消防
隊、河川清掃など、年間を通して活発に活動しています。
３年前からは“花のあるかたせ大作戦”と名づけた芝桜
植えを始め、また最近では片瀬区で銭太鼓が盛り上がり、
婦人会からも民謡で楽しんでいます。

◎会の特徴
　若いかたは「ひまわりの会」に、婦人会を終わったか
たは「老人会」にと、年齢別に会を分けることで、より
活動しやすくなっています。

◎会長からのコメント
　会員が脱会することなく続けてこられたのは、肩に力
を入れることなく婦人会活動を行い、地域と関わること
で“自分たちの居場所”を見つけられたからだと思いま
す。
　婦人会活動は、仲間と顔を見て話ができる機会でもあ
ります。この繋がりを大切にして、自分たちのためにこ
れからも仲間と協力しながら、継続して活動していきた
いです。 　会長　田中　貞子さん

◎活動のきっかけ
　平成21年度に勝山市連合婦人会が解散しましたが、
このまま解散するのはもったいないと考え、連合会役員
と料理好きな仲間で、５年間続いた「うまいもんあがん
ねんせ」を基盤とした「ふるさと料理研究会」を立ち上
げました。

◎活動内容
①地域の伝統料理を次世代に伝えていくことや、家庭で
の食事のバランスを考えていただけけるよう、各種イ
ベントに参加してアピールしています。
②地産地消の食事作りを心がけています。春は会員みん
なで山登りをして山菜を採り、年間を通して調理でき
るように保存しています。
③会員11人が得意料理を持ち、季節ごとの料理を個々
が分担して、お互い協力しながら会員相互の向上と親
睦を図るよう努めています。

　ふるさと料理研究会へのお問い合わせは下記まで

代表　村田　明子さん（☎89‐2271）
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わたしが情報に
ついて語るなら

まるごとわかる！
地デジの本

大人の食育百話

松岡　正剛／著
ポプラ社

マイカ／作
汐文社

橋本　直樹／著
筑波書房

　しらせ、知識、写真、映像、匂い…。
いろんな「かたち」をとって、私たち
の周辺を動く「情報」。編集の達人が
さまざまな角度から、「情報」につい
て語る。

　鮮明な画質やはっきりとした音質が
楽しめるほか、天気予報やニュースな
どのデータ放送も見ることができる
「地デジ」のひみつが分かる。

　食料の生産と輸入、安全な食品の選
び方、健康に暮らす食生活など、知っ
ておきたい知識を選び、分かりやすく
解説。日本の「食」の憂慮すべき現状
がすべて分かる。

　

先
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
エ
コ
協
に

あ
る
４
つ
の
部
会
（
団
体
に
関
わ
ら
ず

個
人
で
参
加
で
き
ま
す
）
を
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。

②
き
ら
り
・
シ
テ
ィ
部
会

　

部
会
員
は
、
勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

協
議
会
を
構
成
す
る
各
団
体
と
個
人
か
ら
参

加
の
11
人
で
、
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
を
拠
点
と

し
た
市
街
地
が
活
気
で
溢
れ
、
ま
ち
な
か
を

探
索
し
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

先
進
地
を
視
察

　

昨
年
度
は
、
三
重
県
伊
賀
市
や
越
前
市
な

ど
を
視
察
し
ま
し
た
。
伊
賀
市
で
は
、
商
店

主
が
博
物
館
長
と
な
り
、
観
光
客
に
昔
の
忍

者
道
具
な
ど
を
説
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
越

前
市
で
は
、
店
舗
玄
関
に
商
号
プ
レ
ー
ト
が

多
く
見
ら

れ
、
そ
の
店

舗
の
特
徴
は

店
内
に
入
る

と
一
目
瞭
然

で
、
こ
ち
ら

で
も
店
主
か

ら
い
ろ
い
ろ

と
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

少
し
ず
つ
ま
ち
な
か
に
も
人
が

　

昨
年
も
恐
竜
博
物
館
に
多
く
の
か
た
が
訪

れ
、
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
に
も
県
内
外
の
観
光

客
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ち
な
か
に
は
、
４
３
０
年
の
歴
史
あ
る

神
社
・
仏
閣
・
墓
石
、
昔
か
ら
続
く
旧
家
・

老
舗
・
庭
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
九
頭
竜
川

に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
た
七
里
壁
は
、
自
然
遺

産
の
代
表
で
す
。
案
内
石
柱
や
昔
の
通
り
を

表
わ
す
高
札
も
整
備
さ
れ
、
昔
を
思
わ
せ
る

街
並
み
も
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
区
で
の
取
り
組
み

　

元
禄
一
番
街
界
隈
で
は
、「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
着
物
展
」「
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
花

嫁
衣
裳
展
」「
庭
園
の
開
放
」
が
賑
わ
い
の

取
り
組
み
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

立
川
区
で
は
、
例
年
桜
の
時
期
に
「
さ
く

ら
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
に
向
け
て

　

現
在
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
地
域
ま
る
ご

と
博
物
館
」
を
今
後
は
、「
ミ
ニ
博
物
館
」

と
で
も
言
う
よ
う
な
伊
賀
市
や
越
前
市
の
よ

う
に
、
各
所
に
個
人
商
店
や
個
人
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
見
ら
れ
る
案
内
板
な
ど
を
設
置
し

て
い
く
工
夫
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

美
し
い
ま
ち
、
住
み
よ
い
ま
ち
、
楽
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
き
ら
り
・
シ
テ
ィ
部
会　

前
田
耕
一
）

☆
部
会
メ
ン
バ
ー　

随
時
募
集
中

　

※ 

興
味
が
あ
る
か
た
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問　

未
来
創
造
課 

（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

「
エ
コ
協
」
部
会
の

　

活
動
紹
介

僕は、そして
僕たちはどう

生きるか

るるの
たんじょうび

いねむり先生

梨木　香歩／著
理論社

中谷　千代子／絵
　福音館書店

伊集院　静／著
集英社

　土壌生物を調べに行った近所の公園
で、叔父のノボちゃんにばったり会っ
た。そこから思いもよらぬ１日がはじ
まって…。少年の日の感情と思考を、
清々しい空気の中に描く。

　かおるとネコのるるはとてもいい友
だちで、いつも一緒に遊びました。と
ころが、今日は朝からるるがいません。
かおるはるるを探しに公園の方へ歩い
て行きました。すると…。

　女優だった妻の死後、アルコール依
存、ギャンブルに溺れ、壊れてしまっ
たボクは、「いねむり先生」こと色川
武大に出会う。魂の交流と再生を描く
自伝的長編小説。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000　　ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

越前市視察の様子

おすすめ図書おすすめ図書
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お
城
か
ら
地
形
を
見
学

ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
開
催

■
5
月
22
日　

勝
山
城
博
物
館

　勝山市ジオパークアドバイザーの吉川博輔
氏による「勝山市の地形」についてのセミナー
が、勝山城博物館展望台から実際の地形を見
ながら行われました。

平
成
30
年
福
井
国
体
ク
レ
ー
射
撃
競
技

勝
山
市
で
開
催
が
決
定

■
6
月
3
日　

市
内

　平成30年に開催される福井国体で、クレー
射撃競技が勝山市で開催されることが決定し
ました。

市長と何でも語ろう会陸前高田市への救援支援報告会
■5月31日　教育会館ホール

　報告会には約150人が参加しました。最初に山岸市長が、
同市への支援に至る経過や支援活動の概要説明をし、実際
に福祉避難所で活動した介護施設職員や市職員の報告があ
り、最後に松村副市長が自主防災組織立ち上げについての
説明をしました。

福祉避難所での活動を説明する吉川介護福祉専門員（下
段左）、自主防災組織の説明をする松村副市長（下段右）

国保
平
成
23
年
４
月
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
の

賦
課
限
度
額
が
改
定

年金
国
民
年
金
保
険
料
の

一
般
免
除
申
請
に
つ
い
て

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
税

の
賦
課
限
度
額
を
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
し

た
。
た
だ
し
、
平
成
23
年
度
の
税
率
は
、
平

成
22
年
度
と
変
わ
ら
ず
、
左
記
の
表
の
と
お

り
で
す
。

　

７
月
中
旬
に
、
平
成
23
年
度
分
納
付
書
を

郵
送
し
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
付
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

賦
課
限
度
額
の
改
定
内
容

　
　
　
　
　
　
　

変
更
前　

  

変
更
後

・
医
療
保
険
分　

50
万
円 

↓ 

51
万
円

・
介
護
保
険
分　

10
万
円 

↓ 

12
万
円

・
支
援
金
分　
　

13
万
円 

↓ 

14
万
円

　

平
成
22
年
7
月
か
ら
平
成
23
年
6
月
ま
で

の
国
民
年
金
保
険
料
の
一
般
免
除
申
請
の
受

け
付
け
は
、
７
月
末
で
終
了
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
22
年
7
月
か
ら

　

平
成
23
年
6
月
ま
で
の
一
般
免
除
申
請

受
付
締
切
▼
8
月
1
日
（
月
）

平
成
23
年
7
月
か
ら

　

平
成
24
年
6
月
ま
で
の
一
般
免
除
申
請

受
付
開
始
▼
７
月
1
日
（
金
）

申
請
場
所
▼
市
民
課
、
福
井
年
金
事
務
所

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
印
鑑
、
離
職
票
の
写

し
（
失
業
し
た
場
合
は
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
）

納
付
が
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
を

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
っ
て
お
く

と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
左

記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

福
井
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
７
６
‐
23
‐
４
５
１
８
）

　
　

市
民
課 

（
☎
88
‐
８
１
０
２
）

医療保険分 介護保険分
(40歳～64歳）

後期高齢者
支援金分

所得
割額

課税標準額※1
×4.6％

課税標準額※1
×1.3％

課税標準額※1
×1.4％

資産
割額

課税標準額※2
×23.0％

課税標準額※2
×5.0％

課税標準額※2
×5.8％

均等
割額

被保険者1人当たり
20,000円

被保険者1人当たり
6,500円

被保険者1人当たり
7,000円

平等
割額

１世帯当たり
19,000円

１世帯当たり
5,000円

１世帯当たり
6,000円

限度額 51万円 12万円 14万円
※１　平成22年中の総所得等－33万円
※２　平成23年度固定資産税額（都市計画税を除く）

概要説明をする山岸市長概要説明をする山岸市長

前回大会の様子前回大会の様子


